
1 

 

            

 

 

 

 

             

日時： 令和 8年 6月 28日（日）10:00〜 

       会場：  オンライン 

          

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

日本酪農教育ファーム研究会 

令和８年度 定期総会 

        式 次 第 

１， 開会 

２， 会長挨拶 

３， 来賓挨拶 

４，  議事 

①  令和 7 年度事業報告・決算 

②  令和 8 年度事業計画・予算（案） 

５，  閉会 

 



2 

 

令和 7年度事業報告       

            【諸活動の概要】  

１．研究会の活動 

（１）定期総会の開催 

  日時：令和 7 年 6 月 7 日（日）10 時～11 時半 オンライン 

  参加人数： 16 名 

  内容：令和 6 年度事業報告および決算・令和 7 年度事業計画および予算 

 

（２）研究集会の開催 

＜令和 7 年度酪農教育ファーム実践研究集会＞共催：（一社）中央酪農会議 

日時：11 月 1 日（土）13 時〜16 時  参加人数：35 人 場所：オンライン  

【実践発表】 

 「酪農とキャリア」及川貴大氏（帯広市立森の里小学校・北海道） 

【講演】 

 「子どもたちのキャリア形成と酪農家の仕事の価値」藤本勇二氏（武庫川女子大学教授） 

【グループ討議】「酪農家のキャリアをインタビュー」 

 

（３）例会  

6 月 7 日（日）10 時半〜11 時半オンライン 

  「キャリア教育の今」國分重隆氏（研究会顧問） 

8 月 22 日（金）13 時から 15 時 参加者 13 名 板橋区立志村第三小学校 

  「味わおう！ヨーグルトで学ぶミルクの力 伝える楽しさ」向井智香氏（一般社団法人ヨグネット代 

表理事）による講演と試食 

9 月 7 日（日）19 時半から 21 時 オンライン参加者 18 名 

  「参加者で『授業プランづくり』」 

1 月 18 日（日）19 時半から 21 時 オンライン参加者 18 名 

3 年生の実践報告（社会科・総合的な学習の時間） 「工場で働く人と仕事」鍵田 修平氏（沖縄県

糸満市立高嶺小学校 ）-糸満市にある宮平乳業創業 100 年のひみつを考える中で、働く人々の 

工夫や思いを理解していった実践。 

 

（４）役員会 すべてオンライン 

４月20日、5月18日（日）10月13日、 

  内容：定期総会、例会の準備、研究集会の準備とまとめ 

 

（５）研修会・イベント等の参加・開催  

 

２．その他 

・研究会員は、85 名。（3 月 31 日時） 現在 75 名（総会時） 

・研究会メーリングリストは、LINE オープンチャットに移行中(39 名)。 

 ・研究会 facebook（フォロアー700 人）で情報発信を行う。 
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令和８年度 事業計画  

教育現場では、ICT や AI が普及してきているが、対面による実体験の重要性が改めて認識されている

ところである。こうした社会的背景を踏まえ、本会においては、酪農教育ファームの実践活動をより一

層推進し、児童生徒が生産者や地域社会と直接触れ合う機会の充実を図ることとする。これにより、食

と命に対する理解を深めるとともに、酪農業への関心を高め、次世代の人材育成に寄与することを目的

とする。また、酪農現場における担い手不足が深刻な課題となっている現状を踏まえ、教育活動を通じ

て児童生徒に酪農の魅力を伝えることも、将来にわたる産業の持続的発展の一助となるものである。 

  

１ 年次研究会の開催「学校と牧場をつなぎ、教育的な実践を推進する」をテーマに、実践発表と協議

等を行う。今年度も（一社）中央酪農会議と協力して開催する。（オンラインまたはハイブリッド） 

  

２ 研究会ホームページや SNS 等とともに活用し、広く酪農理解を深める。今年度は、教育関係者向け

「オンライン牧場訪問」等イベントを開催し、多くの教育関係者の牧場、酪農への関心を高める。  

 

３ 酪農教育ファームに関心のある方が実践しようと思えるような、現場のニーズに応じた取り組みを

行う。 

 ①不登校支援に関する取組 

酪農教育ファームにおける体験活動を通して、不登校傾向にある児童生徒の安心感や自己肯定感の向

上を図るとともに、その有効性について実践的に研究し、多様な学びの場づくりに資する。  

 

②地域・ご当地牛乳を活用した取組 

地域のご当地牛乳に着目し、その特徴や背景にある酪農の営みを学ぶ活動を通して、酪農への理解を

深めるとともに、教材化と実践の充実を図る。 

 

４ LINE のオープンチャットに多数の会員に参加協力を促す。 

①他機関が開催するセミナーやイベント、農林水産省・（一社）J ミルク主催「牛乳でスマイルプロジ

ェクト」等に参加よびかけ 

②酪農教育ファーム活動に関した実践交流、意見・情報交換 

  

【 活動予定 】（役員会は随時行う） 

月日 時間 場所 内容 

6 月 28 日（日） 10:00〜 オンライン 定期総会・ 

例会「日本酪農産業の歴史構造」 

 前田浩史氏講演 

７月 19 日（日） 10 時〜 オンライン 「オンライン牧場」 

 教育関係者向け（予定） 

協力 NPO 法人うしミル 

9 月 未定 オンライン 例会  

11 月 29 日(日） 13:00 オンライン 実践研究集会 

・実践報告 

・イギリスの酪農教育ファームの話 

１月 19:30 オンライン  地域乳業教材の紹介  
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役員 

  

会長    福井 みどり 板橋区立蓮根小学校 

副会長   高橋 淳一  帯広市立東小学校 

事務局長  横山 弘美  東京女子体育大学 

事務局   角井 深雪  山口県周南市立秋月小学校  

会計監査  酒井 彰敏 関東生乳販売農業協同組合連合会  

会計監査  亀山 桂子  立川市立第一小学校 

理事    吉田 恭寛  吉田牧場  

顧問 國分 重隆  酪農教育ファーム推進委員会委員長  


